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加藤真彦が4年間で提案し実現しました!
学校給食の地場野菜利用率のアップ
小学校：2021年約13.5%→2024年約15%
中学校：2025年約17%

市内農家さんやJA町田市と連携
を図り、学校給食に出荷しやすい環
境になるよう提案してまいりました！

子ども誰でも通園制度のモデル事業導入
令和8年度から始まる「子ども誰でも通園制度」モ
デル事業の導入を令和6年度から開始しました！

都市農地の維持保全
農地の多面的機能を提案し、災害時協力農地・井
戸が「まち☆ベジBOOK」へ掲載されました！

今後も農地の維持保全のために市民が地場農
産物の購入につながる仕組みの拡充を提案し、農
業を応援したいと思える環境を提案していきます！

市民要望
4年間で500件超の市民要望に対応しました。　
そのまま市へ繋ぐのではなく、何に困っていて、何
が目的かを明確にし、実現可能な対応を取れるよ
う調整・提案をしてきました。一歩でも前進するよう
に市と市民のハブとなり課題解消に努めてきました！

芝溝街道の拡幅
用地取得率:2022年11月約18%→2025年3
月約32%、約15%up(野津田車庫～新袋橋交差点)
忠生～麻生大橋迄の慢性的な渋滞解消、災害時
の緊急輸送道路の強化のため、沿道地権者の要望

を聞き、都道の拡幅にご協力いただきました！

農業者支援
農業者所得増大に向け、学校給食への販路拡
大や市民の購買
意欲へとつながる
農業施策を提案・実

現してきました！

通学路の安全対策
日頃「通学路交通安全呼びかけ隊」として活動
し、通学路の安全対策に努めてきました！

通学路危険箇所をPTAと共有
し、町内会や地域住民と連携して

市へ提案・要望し解消してきました！

制度の本格実施を見据えた施行的事業

法律上制度化し、実施自治体数を拡充

法律に基づく新たな給付制度
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町田市議会議員
自由民主党会派加藤 真彦

町田の未来へ。

安全安心な町田。

地域を守る消防団員として、災害
活動や次代を担う後輩の育成に
力を入れています。

町田市消防団第3分団
第3部団員団歴18年（部長を歴任）

交通事故防止を目的に活動を行
っています。現場で見て感じるこ
とにより提案に役立てています。

通学路交通安全
呼びかけ隊

活動を通じて、誰もが楽しみなが
ら参加できるスポーツ環境の整
備に力を入れています。

希少なポップコーン用トウモロコシ
をアグリハウスに出荷しています。
市内農地の維持・保全に努めてます。

町田のために様々な
活動をしています!
　地域の皆様の声を形にし、

市政に反映させることにより

町田市は確実により良い街に

なっていきます。

　皆様の声が多くの人の未来

を変えていきます。まずは声

をお聞かせください。

共に良い街づくりを

しましょう！

町田市議会議員
自由民主党会派

をお聞かせください。

共に良い街づくりを

しましょう！

●駅周辺まちづくり、賑わい創出

●薬師池公園、野津田公園
の整備と魅力発信

●バリアフリーの推進

●効果的なシティプロモー
ションによる関係人口の増加

●交通空白地域解消、シェアサ
イクリング・デマンド型交通導入

●移動販売拡充による買物支援

●周辺自治体との連携強化

●多摩都市モノレール町田方面延伸

まちづくり・都市基盤

●都市農業、農福連携の支援

●町田産農産物の流通強化
と消費拡大

●大学卒業後の職住近接推進

●商店街や中小企業の活性化

●起業創業・スタートアップ支援

経済・産業

●子どもの健やかな成長を
支えるスポーツ環境の整備

●生涯スポーツの推進と　
健康づくり

●スポーツができる環境整備

●食を通じた健康増進

健康・スポーツ

●通学路の安全対策

●災害への備えと防災教育

●消防団への支援

●消防・救急体制の強化　
　（狭あい道路の整備）

●地域コミュニティの強化

安心・安全

●地域の歴史や文化の継承

●芸術・文化活動の支援

●中学部活の地域連携・移行支援

●教育投資の強化
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活躍できるまちづくり

●バリアフリー推進(ハード・ソフト)

●地域を基盤とする包括的
支援体制の強化

共生社会の実現

町田市少年少女バレーボール協会副会長
町田市バドミントン連盟副会長
町田市少年少女バレーボール協会副会長
町田市バドミントン連盟副会長

農地保全へ栽培振興
日本農業新聞に掲載
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